
第４号様式（第８条関係）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
特別汚水の継続認定申請書
（あて先）

京都市公営企業管理者上下水道局長

　　　年　　月　　日付けで認定されました排除する特別汚水について、京都市公共下水道事業条例施行規程第６条の３第４項の規定による特別汚水の継続認定の適用を受けたく下記のとおり申請します。
　　　　　　　

申請者
　　　　　　　　　住　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

　　　　　　　　
　名　　称

　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　
	検針区
	使用者コ－ド
	特別汚水の排除を開始した日
	　　　　年　　月　　日

	
	
	
	
	
	
	
	
	特別汚水の認定期間
	※　　　　年　　月　　日から

　　　　　年　　月　　日まで

	排水設備の所在地
	

	使用水源

（汚 水 の 区 分）
	□水道水　　　□井戸水　　　□併用　　　□その他（　　　　　　　）


　特別汚水の水質
	　　　　　　　　　　　排　出　口

項　　目
	
	
	
	
	

	生物化学的酸素要求量（ｍｇ/Ｌ）

　　　　　（５日間）
	
	
	
	
	

	浮遊物質量（ｍｇ/Ｌ）
	
	
	
	
	


備考　※印の欄には、記載しないこと。
（裏面）

京都市公共下水道事業条例施行規程（抄）
（特別汚水の認定）
第６条の３　管理者は、条例第１０条第２項の規定による届出（同項後段の規定によるものにあっては、前条第１項第４号に掲げる事項を変更した場合に限る。）があり、当該届出に係る汚水の水質が、第６条に規定する特別汚水の基準に該当すると認めるときは、当該汚水が特別汚水であることにつき認定するものとする。
２　前項の規定による認定の有効期間（以下「認定期間」という。）は、３７月を超えない範囲内において管理者が定める。ただし、管理者が必要と認めるときは、この限りでない。
３　管理者は、第１項の規定による認定をしたときは、当該認定に係る特別汚水の水質（以下「認定水質」という。）及び認定期間を、当該特別汚水を排除することとなった者に通知する。
４　認定期間の満了後、認定水質と同じ水質の特別汚水の排除を継続しようとする者は、当該認定期間の満了の日以前において管理者が指定する日までに、管理者に継続して認定するよう申請しなければならない。
５　前項の申請は、次に掲げる事項を記載した申請書を管理者に提出することにより行うものとする。
⑴　申請者の氏名及び住所
⑵　排水設備の所在地
⑶　汚水の区分
⑷　特別汚水の水質
⑸　現に受けている第１項（次項において準用される場合を含む。）の規定による認定の有効期間
６　第１項から第３項までの規定は、第４項の申請があった場合について準用する。この場合において、第１項中「条例第１０条第２項の規定による届出（同項後段の規定によるものにあっては、前条第１項第４号に掲げる事項を変更した場合に限る。）」とあるのは、「第４項の申請」と、「当該届出」とあるのは、「当該申請」と読み替える。
